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大型ヘリカル装置(LHD)においてはトロイダル
方向の入射角度広範囲で変えられる水平ポー

トアンテナを用いて弱磁場側からの基本共鳴

周波数帯(77GHz)ミリ波の正常波入射による、
正常波(O)-異常波(X)-電子バーンシュタイン波
(B)モード変換過程を介した高密度プラズマの
電子バーンシュタイン波(EBW)加熱実験を行っ
ている。しかし視線がポート壁面で遮られるた

めに高いモード変換効率を得られる入射範囲

(OXBモード変換窓)が狭いと理論予測されてお
り、ミリ波入射の方向を放電ごとに変えながら

OXBモード変換窓を実験的に探す方法は効率
が悪い。一方図1に示すように下部ポートアン
テナからはOXBモード変換窓をトロイダル方
向に広く見込むことができる。また、下部ポー

トアンテナは照準方向の放電中挿引が可能な

ので、高密度プラズマが生成されている間にモ

ード変換窓の付近で挿引を行えばモード変換

窓の範囲を実験的に調べられる。このアンテナ

を計測用に用い、ペレット入射による超高密度

コアプラズマ生成時に、熱放射されたEBWに由
来しOXBモード変換の逆過程を経てプラズマ
外部に放射される77GHz近傍の周波数帯の電磁
波の計測を行った。図2にトロイダル方向の照
準(Tf)が異なる放電の放射波強度の時間変化を
示す。(Rf, Tf)で定義される照準点を図1に×印
で示した。径方向の照準位置(Rf)は固定してい
る。Tfが大きく予想されたモード変換窓に近い
入射の方がペレット入射時の高密度状態にお

ける信号強度が大きい。講演では、この観測さ

れた放射がEBW由来のBXO変換過程を経て放
射された波か否かを検証した結果について報

告する。 
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図 1:超高密度コア生成時の赤道面上の照準点位
置に対する OXBモード変換効率分布。 

 
トロイダル方向の照準位置(Tf)を放電ごとに変え
た場合の放射強度の変化(アンテナ挿引なし)。 


